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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、高等専門学校の学生の英語プレゼンテーション力の向上を図る観点から
英語の教科書を検証し、それに基づいて英語教材のあり方を研究することである。本研究代表者らは科学技術に関連し
た話題等に英語で取り組ませる教材の開発を行っている。本研究では開発英語教科書及びその開発過程を再検討し、授
業における教科書の使用のあり方について検証した。また、学生が調査内容を英語でまとめ発表する過程を支援し、支
援教材等の有用性を検討した。

研究成果の概要（英文）： This study describes our attempt to extract useful means to develop teaching 
textbooks for college-level Japanese learners of English. Results emphasize the importance of developing 
effective reading textbooks. First, we evaluated the quality of English textbooks developed by the 
author's group. Secondly, we discussed the practical use of our textbooks in English classes taught at 
colleges of technology. The English textbooks that the author's group developed and published are useful 
and used in many universities and high schools, which indicates that our attempts at English education in 
colleges of technology have indicated opportunities for wider application throughout Japan.
　　　

研究分野： 英語教育
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 英語の授業において教科書は大きな役
割を果たすため、教科書の選択は重要である。
研究代表者は、高等専門学校（以下、高専）
で英語を指導する中で、学生が興味を持って
自ら学ぶことが重要であり、その推進に資す
る教材が必要であると考える。 
 
(2) 高専においては、授業で使用する英語教
科書の選択は授業担当教員が行うのが一般
的である。高学年や専攻科では大学一般教養
課程用の教科書等を使用することが多く、低
学年では文部科学省検定済教科書が広く用
いられている。しかし大学や高等学校のため
に編集された教科書は高専のカリキュラム
に適合しないことがある。そのため、仕事や
学びの場で必要な英語力を少ない時間数で
多様な学生に身につけさせる試みが求めら
れている。 
 
(3) このような状況を受けて、研究代表者ら
は、高専の学生の大きな関心事である最近の
科学技術に関連した話題等に英語で取り組
ませる教材の開発を行っている。研究代表者
らが開発した教材の一部は出版され、全国の
高専・大学・高等学校・企業等で利用されて
いる。 
 
(4) 英語教科書の授業等における利用のあ
り方及び教材開発のあり方について、高専の
学生が身につけたいと考えている英語の能
力の獲得という観点を考慮した検討が必要
であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、高専の学生に焦点を当て

て、英語のプレゼンテーション力の向上等の
観点から英語の教科書を検証し、それに基づ
いて英語教材のあり方を研究することであ
る。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 英語教科書の開発に関する先行研究の
成果に基づき、本研究代表者が開発した英語
教科書等及びその開発過程を検討し、また、
授業における教科書の使用のあり方につい
て学生の意見等を参考に検証する。英語の授
業において有用と考えられる多様な指導方
法を収集し、これらを教材として具現化する
取組の成果を検証する。これらにより明らか
になったことや今後取り組むべき課題等を
議論し、今後の教材開発に必要となる要素を
抽出する。学会等において、英語の授業の多
様な指導方法や使用教材の現状、その開発の
あり方に関する情報を収集する。 
 
(2) 高専の学生が調査内容を英語でまとめ

発表する過程の支援を通して、開発教科書等
の有用性を検証する。学生は教科書を読み、
自らの関心に沿って発表テーマを選定し、テ
ーマに関する情報を収集し、プレゼンテーシ
ョン・ソフトウエア等を用いて英語で発表を
行う。加えて、他の学生のプレゼンテーショ
ンに対するピアレビューをまとめ、他の学生
及び自身のプレゼンテーションを客観的に
評価する。研究代表者は、このプロセスの各
段階の活動において教材を用いて学生を支
援し、有効な教材の開発の方法を検討する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 本研究代表者らが開発した英語教科書
等とそれらの授業における使用のあり方に
ついて検討し、有用性を明らかにした。調査
を行った開発教科書は、学生が獲得したいと
考えている能力の伸長に有用であることが
明らかとなった。 
 
(2) 研究代表者らは、高専 4・5 学年の学生
を主たる対象として、英語の授業で使用でき
るリーディング総合教科書その他の開発を
行っている。高専高学年及び大学向けに出版
したリーディング総合教科書は以下のとお
りである。 

松尾秀樹・岡﨑久美子・大里浩文・石貫文
子、Reading Forerunner、金星堂、2008
年 

千葉元信・岡﨑久美子・朴槿英、Science and 
Culture、青踏社、2007 年 

千葉元信・岡﨑久美子・金澤洋子・山崎友
子、Nature and Science、青踏社、2006
年 

松尾秀樹・千葉元信・岡﨑久美子、Reading 
Focus of the World、三修社、2006 年 

松尾秀樹・千葉元信・岡﨑久美子、Reading 
Mainstream of the World、三修社、2003
年 

千葉元信・松尾秀樹・岡﨑久美子、Reading 
Landmarks of the World、三修社、2001
年 

なお、高専 1～3 学年の学生に対しては、
文部科学省検定教科書との併用が可能であ
り自主学習を支援する総合英語教材を開発
し、成果の一部は高専低学年及び高等学校用
教科書、その他の学習教材として出版してい
る。 
 
(3) これらの教科書が備えるべき条件とし
て重視している点の第一は、学生の興味をひ
く英文題材である。開発教科書には、学生の
知的欲求を刺激する、読んでおもしろい、学
生が読むにふさわしい題材を収集している。
現代社会や科学技術の諸相を映し出す英文
から、ニュース性があり、かつ問題を掘り下
げ考えさせるようなものを精選している。 
第二点目は教科書の構成であり、先行研究

の成果を反映させ、リーディング前の活動 



(pre-reading activities)、リーディング中
の本活動 (while-reading activities)、リ
ー デ ィ ン グ 後 の ま と め ・ 発 展 活 動 
(post-reading activities) を多様なタスク
により段階的に構成している。1 回の授業の
活動をひとつのユニット（unit）として具体
化し、そのユニットを編集して教科書を構成
している。 
 

(4) 開発の基盤とした諸理論や使用者アン
ケートの結果等に基づき、開発教科書が必要
な条件を満たしているかを検証した。開発教
科書はリーディング活動が備える双方向性
を学習できる内容と構成になっており、使用
した学生から支持を得ていることが明らか
となった。 
開発教科書に関するアンケートにおいて、

内容が「おもしろい・関心がある」との評価
を得ているユニットは、科学技術分野の新発
見や、常識を揺さぶる内容が学生に刺激を与
えている。理工学系の話題を扱う英文への関
心は、一般に関心の高い医学分野の英文への
関心を上回っている。 
 難易度は、各ユニットに対し、多くの学生
が「適切である」と回答している。学生が難
しいと感じた割合が高いユニットもあるが、
関心度は高いことから、英文素材の選択の要
素としては、内容が難易度を超えて重視され
るべき項目であることがわかる。 
総合評価として 8 割を超える学生から 80

点超の評価を得ている。今後の開発において
は少数意見にも配慮し、学生の多様な要望へ
のさらなる対応を検討することが求められ
る。 
 
(5) 研究代表者による、リーディング活動に
プレゼンテーションをとり入れた専攻科の
授業では、学生は各自教科書を報告のための
基礎資料として読み、興味を持った英文につ
いて関連調査を行っている。プレゼンテーシ
ョンは、自身が選択した英文のサマリーの紹
介を行う第 1部と、英文内容を自らの関心に
応じて発展させてサポーティング・データを
収集し、プレゼンテーション・ソフトウエア
等を用いて調査報告を行う第2部により構成
する。学生は、英語の 4技能を統合した活動
を通じてプレゼンテーションに相応しい英
語の論理構造等を理解する。また、自身の視
点に基づく調査やピアレビューを通して批
判的読みの方法を体得する。並行して科学コ
ミュニケーションの基本について学び、設定
された聴衆にもっとも適切であると思われ
るプレゼンテーションを行うための内容や
表現方法を検討する。 
 開発教科書が上記のような形態での利用
に適している点として挙げられるのは、例え
ば理工系の内容が学生の興味をひくこと、題
材の多様性が学生のテーマ選択を支援し意
欲を高めること、リード文が学生のテーマの
選択に役立つこと、サマリーの実例が学生の

サマリー作成の参考になること、英文が学生
のプレゼンテーション活動の基礎資料とし
て適切な難度となっており巻末注とプレゼ
ンテーションにより訳出なしで学生に概ね
理解されるものであることである。開発教科
書の応用的利用により得られた示唆はより
明示的に教科書に盛り込んでいく必要があ
る。 
 
(6) 高専の学生のための英語教科書が今後
備えるべき条件として以下の 3 点を挙げる。
第一は、学生の関心をひく多様で最新の英文
を継続的に提供することである。指導する学
生の興味・関心や英語力を把握し、同時代性
を備える話題を題材とした教科書の開発が
必要である。高専の学生が専門知識の裾野を
広げるのに役立ち、また、非理工系の学生の
科学技術リテラシーの涵養にも資する英語
教科書の提案が望まれる。第二は、「モデル
コアカリキュラム」（高専機構）を踏まえた
研究開発である。高等学校学習指導要領との
比較を踏まえつつ、「モデルコアカリキュラ
ム」の到達目標の実現に資する教科書を開発
することが求められる。第三に、高専の学生
の視点に適合する学習システムの提案が必
要である。文科系の視点に偏りがちであった
従来型の教科書を、理工系学生の論理的思考
の過程や英語学習方法の分析に基づき再構
成することが課題となる。 
高専の英語教科書は、意思疎通の道具とし

ての英語を学ばせるだけではなく、英語を通
して多様な視点に触れることにより、専門の
領域を超えて科学技術を広い視野から見る
力を養うとともに、科学コミュニケーション
能力を涵養することを目標に含めるべきで
ある。教科書は思考力を養うトレーニングの
場として、専門の学びにつながる英語力の伸
張に貢献することでその意義が高まる。 
 
(7) 研究代表者らによる教科書の開発は、当
初は高専で接する学生を対象とするもので
あった。しかし、限られた時間の中で科学技
術等に興味を持ち楽しく能動的に学ぶこと
は、高専に限らず大学や高等学校でも共通の
課題であり、結果として、開発した教科書は
文科系を含む多くの大学や高専、高等学校で
採用され、専門科目の授業や企業研修のテキ
ストとしても採用されている。高専での教育
実践が高専にとどまらずより広い場への応
用可能性を持つことを示す一例となると考
える。 
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